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決算の概況 – 決算のポイント
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第１四半期連結業績は、増収･増益。 国内生保事業において、保険販売は堅調

に推移し、資産運用収支も良好に推移。第一フロンティア生命の責任準備金繰入

額が一部戻入れに転じたことや、当期より米プロテクティブ社の損益が連結対象

になったことが牽引。

通期の業績予想は据置き。これは、第一生命単体において、第２四半期以降には

高水準のキャピタル損益を見込まないこと、また、グループ各社の利益について、

今後の国内外の金融環境の推移を見守る必要があるため。

２０１５年６月末のグループ・エンベデッド・バリュー（試算値）は、良好な経済環境

を背景に増加し、6兆円を超過。



第一生命グループ業績 – 業績ハイライト
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連結経常収益・連結経常利益・連結純利益
（１）

ともに大幅増加
（億円） ＜参考＞

進捗率(a/b)

16,540 18,710 +2,169 +13% 67,730 28%

第一生命単体 11,395 11,600 +204 +2% 41,240 28%

1,249 1,810 +561 +45% 3,690 49%

第一生命単体 1,226 1,359 +133 +11% 3,010 45%

684 1,152 +467 +68% 1,610 72%

第一生命単体 680 768 +88 +13% 1,190 65%

連結純利益(1)

16/3期
1Q (a)

2015/5/15
発表予想(b)

15/3期
1Q

連結経常収益

連結経常利益

前年同期比

（1） 連結純利益は、親会社株主に帰属する四半期純利益を記載しています。



第一生命グループ業績 – 連結主要業績
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第一フロンティアの利益改善、プロテクティブの連結効果が業績に貢献

連結損益計算書 （要約）(1)連結損益計算書 （要約）(1) 連結貸借対照表（要約）連結貸借対照表（要約）

（1） 特別勘定資産運用損益は、責任準備金の戻入れ/繰入れで相殺されるため、
経常利益に影響するものではありません。

(億円）

15/3末 15/6末 増減

資産の部合計 498,372 502,536 +4,164

うち現預金・コール 12,538 10,620 △1,918

うち買入金銭債権 2,658 2,586 △71

うち有価証券 411,054 417,616 +6,562

うち貸付金 38,981 38,230 △750

うち有形固定資産 12,170 12,183 +12

うち繰延税金資産 13 15 +1

負債の部合計 462,472 467,780 +5,307

うち保険契約準備金 425,470 429,201 +3,731

うち責任準備金 416,347 420,155 +3,808

うち退職給付に係る負債 3,313 3,331 +18

うち価格変動準備金 1,362 1,408 +45

うち繰延税金負債 6,433 5,607 △826

純資産の部合計 35,899 34,756 △1,143

うち株主資本合計 10,296 10,804 +508

うちその他の包括利益累計額合計 25,594 23,944 △1,650

うちその他有価証券評価差額金 25,282 23,550 △1,731

うち土地再評価差額金 △334 △340 △6

(億円）

15/3期
1Q

16/3期
1Q 増減

経常収益 16,540 18,710 +2,169

保険料等収入 12,252 13,362 +1,110

資産運用収益 3,535 4,446 +910

うち利息・配当金等収入 1,993 2,524 +530

うち有価証券売却益 724 993 +269

うち特別勘定資産運用益 725 240 △485

その他経常収益 751 900 +148

経常費用 15,291 16,899 +1,608

うち保険金等支払金 7,552 10,900 +3,347

うち責任準備金等繰入額 5,049 2,981 △2,067

うち資産運用費用 346 463 +117

うち有価証券売却損 47 130 +83

うち有価証券評価損 3 14 +10

うち金融派生商品費用 10 110 +100

うち事業費 1,284 1,452 +167

経常利益 1,249 1,810 +561

特別利益 0 0 △0

特別損失 49 58 +9

契約者配当準備金繰入額 204 229 +25

税金等調整前四半期純利益 996 1,522 +526

法人税等合計 311 370 +58

非支配株主に帰属する四半期純利益 0 0 +0

親会社株主に帰属する四半期純利益 684 1,152 +467



第一生命グループ業績 – グループ各社の業績
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（1） 米プロテクティブの数値は、 2015年2・3月の実績です。
（2） 米プロテクティブおよび豪TALの数値は、各国の会計基準で作成した財務諸表を、当社の開示基準に準じて組み替えた上で開示しています。

連結の際には、それぞれ1米ドル=120.17円、 1豪ドル＝95.50円（15/3期1Ｑ）、93.93円（16/3期1Ｑ）で円換算しています。
（3） 連結純利益は、親会社株主に帰属する四半期純利益を記載しています。

（億円） （億円） （百万米ドル） （百万豪ドル） （億円）

15/3期
1Q

16/3期
1Q

前年
同期比

15/3期
1Q

16/3期
1Q

前年
同期比

15/3期
1Q

16/3期
1Q

前年
同期比

15/3期
1Q

16/3期
1Q

前年
同期比

15/3期
1Q

16/3期
1Q

前年
同期比

経常収益 11,395 11,600 +2% 4,583 4,890 +7% -- 1,837 -- 793 796 +0% 16,540 18,710 +13% 

　保険料等収入 7,567 7,252 △4% 4,039 4,317 +7% -- 926 -- 665 690 +4% 12,252 13,362 +9% 

　資産運用収益 2,999 3,307 +10% 544 573 +5% -- 735 -- 59 7 △88% 3,535 4,446 +26% 

経常費用 10,169 10,241 +1% 4,597 4,546 △1% -- 1,744 -- 738 768 +4% 15,291 16,899 +11% 

　保険金等支払金 6,246 7,790 +25% 887 1,487 +68% -- 1,002 -- 444 445 +0% 7,552 10,900 +44% 

　責任準備金等繰入額 1,639 21 △99% 3,454 2,806 △19% -- 432 -- 116 94 △19% 5,049 2,981 △41% 

　資産運用費用 350 655 +87% 34 18 △47% -- 22 -- 8 56 +581% 346 463 +34% 

　事業費 935 934 △0% 198 210 +6% -- 114 -- 141 148 +5% 1,284 1,452 +13% 

経常利益（△は損失） 1,226 1,359 +11% △13 343 -- -- 92 -- 55 28 △49% 1,249 1,810 +45% 

　特別利益 0 0 △14% -- -- -- -- -- -- -- -- -- 0 0 △9% 

　特別損失 46 52 +13% 3 5 +91% -- -- -- -- -- -- 49 58 +18% 

純利益(3)（△は損失） 680 768 +13% △17 309 -- -- 62 -- 42 27 △35% 684 1,152 +68% 

【連結】【米プロテクティブ】(1)(2)【第一生命】 【第一フロンティア生命】 【豪TAL】(2)
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第一生命グループ業績 - 新契約動向（年換算保険料ベース）
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前年同期比：
+ 6.9%

（プロテクティブを除くと
▲1. 2%）

第一生命グループの新契約年換算保険料第一生命グループの新契約年換算保険料

うち第三分野
114

うち第三分野
95

うち第三分野
117

（1） 米プロテクティブ、第一生命ベトナムの決算日は12月31日です。
（2） 米プロテクティブ、ネオファースト生命の実績は、16/3期 1Qのみを記載しています。

（億円）

豪TAL

第一フロンティア

生命

第一生命ベトナム (1) 

第一生命
（個人保険・

個人年金保険）

ネオファースト生命 (2) 

米プロテクティブ(1)(2)



20,160 20,377 20,393 

3,285 4,517 4,813 
2,048 2,075 2,099 

5,007 5,085 
25,603 

32,170 32,589 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

14/3末 15/3末 15/6末

第一生命グループ業績 - 保有契約動向（年換算保険料ベース）
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第一生命グループの保有契約年換算保険料第一生命グループの保有契約年換算保険料

うち第三分野
5,602

うち第三分野
5,402

うち第三分野
5,561

前期末比：
+ 1.3%（億円）

（1） 米プロテクティブの決算日は12月31日です。 15/3末の実績は完全子会社化（2015年2月1日）時点の数値を記載しています。
（2） 第一生命ベトナムの決算日は12月31日です。14/3末、15/3末、15/6末の実績はそれぞれ 108 億円、155億円、161億円です。
（3） ネオファースト生命については、完全子会社化以降の実績を記載しています。 15/3末、15/6末の実績はそれぞれ 37億円、36億円です。

豪TAL

第一フロンティア生命

第一生命
（個人保険・

個人年金保険）

第一生命ベトナム (2) 

ネオファースト生命(3) 

米プロテクティブ(1) 



第一生命グループ業績 – 基礎利益の状況
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基礎利益 (1)(2)基礎利益 (1)(2) 基礎利益（調整後）の変動要因 (1)(2)基礎利益（調整後）の変動要因 (1)(2)

985 1,074 
1,449 

795 

1,024 

1,605 

0

1,000

2,000

14/3期
1Q

15/3期
1Q

16/3期
1Q

（億円）

基礎利益（調整後） (2)基礎利益

1,074 

249 

13 107 

15 12 

1,449 

800

1,000

1,200

1,400

1,600

15/3期1Q

基礎利益

（調整後）

第一生命 第一

ﾌﾛﾝﾃｨｱ

生命

米ﾌﾟﾛﾃｸﾃｨﾌﾞ 豪TAL その他

子会社

の影響等

16/3期1Q

基礎利益

（調整後）

（億円）

（1） 第一生命、第一フロンティア生命、ネオファースト生命（16/3期1Qのみ）の基礎利益、米プロテクティブ（16/3期１Qのみ）の税引前営業利益 、TALの修正利益（税引前換算）、第一生命ベ
トナムの税引前利益を合算し、第一生命グループ内の内部取引の一部を相殺。

（2） 基礎利益（調整後）＝ 基礎利益 ± 変額保険の最低保証リスクに係る責任準備金繰入（戻入）額 ± 定額保険の市場価格調整に係る責任準備金繰入（戻入）額

保険関係損益 + 58
順ざや +191

16/3期より
連結開始



947 

1,197 
1,359 

768 

250 

45 
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1,200

1,400

1,600
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8

第一生命単体業績 – 当期純利益の状況(1)

（億円）

保険関係
損益

順ざや
基礎利益
(調整後)(2) 経常利益

契約者
配当等

当期純利益

危険
準備金

その他の
臨時損益等

契約者配当
準備金

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

その他の
特別損益

価格変動
準備金

法人税等

(889)

(58)

(947)

(239) (569)

(1,226)

(295)

(35)

(10)(204)

(680)

（1） 前年同期の数値を（）内に記載しています。
（2） 基礎利益（調整後）＝ 基礎利益 ± 変額保険の最低保証リスクに係る責任準備金繰入（戻入）額 ± 定額保険の市場価格調整に係る責任準備金繰入（戻入）額

うち
運用損益の改善 +171
予定利息の減少 + 20

キャピタル
損益、他

(▲6)

キャピタル
損益

追加責任
準備金・

危険準備金

うち
危険差益 +80

追加責任
準備金



第一生命単体業績 – 解約失効高、営業職員数
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解約失効高（個人保険・個人年金）解約失効高（個人保険・個人年金） 営業職員数および生産性 (1)(2)営業職員数および生産性 (1)(2)

1.6 1.4 1.3

1.4 1.4

1.5 1.3

1.4
1.3

4.31% 4.12%

0%

1%

2%

3%

4%

5%

6%

0

5

10

14/3期 15/3期 16/3期

（兆円）

1Q

2Q

3Q

4Q

解約失効率（右軸）

前年同期比：
10.5% 改善

43,991 42,447 41,957

5.6 6.2 6.3

-15

-10

-5

0

5

10

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

14/3期 1Q 15/3期 1Q 16/3期 1Q

（名） （件）

（１） 営業職員については、第一生命と委任契約を締結しかつ生命保険募集人登録をしている者のうち、その他補助的業務に従事する者を除いております。
（2） 各期間における新契約件数（転換含む）を分子、各期間の営業職員数（補助的業務に従事する者を除く）の平均値を分母として計算しています。

営業職員数 一人あたり新契約件数（右軸）



第一生命単体業績 – 一般勘定資産運用の状況
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16,058 
16,436 16,598 

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

14/3末 15/3末 15/6末

特定投資株式

純投資目的株式（特定投資株式を除く）
（億円）

51.1% 47.4% 47.5%

9.2%
8.5% 8.3%

2.5%
2.5% 2.0%

8.9%
11.0% 11.9%

6.9%
6.2% 5.9%

8.7% 10.5% 11.1%

5.2% 6.8% 6.4%
3.7% 3.4% 3.4%
3.8% 3.6% 3.6%

14/3末 15/3末 15/6末

確定
利付資産

69.7%

確定
利付資産

69.5%

円建債券

貸付金

短期金利運用

外国株式

不動産

株式

オープン外債

ヘッジ外債

資産の構成（一般勘定） (1)資産の構成（一般勘定） (1) 国内株式の簿価 (2)国内株式の簿価 (2)

（1） 貸借対照表価額ベース
（2） 国内株式のうち時価のあるもの（子会社・関連会社株式、非上場国内株式は除く）。
（3） 純投資目的以外の目的で保有する株式（非上場国内株式、みなし保有株式は除く）。

その他
(3)

確定
利付資産

71.7%



第一生命単体業績 – 健全性指標
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含み損益（一般勘定）含み損益（一般勘定） ソルベンシー・マージン比率および実質純資産額ソルベンシー・マージン比率および実質純資産額

6.0 

9.1 8.8 

772.1%

913.2%
867.9%

2

4

6

8

10

0%

200%

400%

600%

800%

1000%

14/3末 15/3末 15/6末

（兆円）

実質純資産額（右軸）ソルベンシー・マージン比率

＜参考＞ 連結ソルベンシー・マージン比率：

2015年6月末 773.4％

(億円）

15/3末 15/6末 増減

有価証券 54,917 51,746 △3,170

国内債券 22,368 20,409 △1,958

国内株式 17,856 19,614 +1,758

外国証券 14,008 11,163 △2,845

不動産 755 755 △0

その他共計 55,507 52,316 △3,190



連結子会社業績 – 第一フロンティア生命
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保有契約高と基礎的収益力保有契約高と基礎的収益力収支の状況収支の状況

24,203 

36,864 

52,325 

85 93 

140 

0

50

100

150

200

250

300

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

14/3期
1Q

15/3期
1Q

16/3期
1Q

保有契約高 基礎的収益力

（億円）

（1） 保有契約高は各期間の末日時点

（1）

(億円）
15/3期

1Q
16/3期

1Q
経常収益 4,583 4,890

うち保険料等収入 4,039 4,317
うち変額商品 443 469
うち円建定額商品 710 654
うち外貨建定額商品 2,516 2,659

うち資産運用収益 544 573
うち最低保証リスクに対するヘッジ利益(A) - -

経常費用 4,597 4,546

うち責任準備金等繰入額（△は戻入） 3,454 2,806

うち最低保証リスクに係る責任準備金
繰入額(B)

4 17

うち市場価格調整（MVA）に係る責任準
備金繰入額(C)

49 △ 170

うち危険準備金繰入額(D) 37 △ 44
うち資産運用費用 34 18

うち最低保証リスクに対するヘッジ損失(E) 19 28
経常利益（△は損失） △ 13 343

純利益（△は損失） △ 17 309

93 140
(参考)基礎的収益力
純利益 －（A)＋（B）＋（C)＋（D)＋（E)



連結子会社業績 - プロテクティブ社
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主要業績主要業績 セグメント業績動向セグメント業績動向

（1） 米プロテクティブの決算日は12月31日です。16/3期1Qの実績は、子会社化（2015年2月1日）以降、同年3月までの２ヶ月間の実績です。
（2） 税引前営業利益(Pre-tax Operating Earnings)とは、当期利益から資産運用やデリバティブにおけるキャピタル損益を控除した利益指標です。

年金事業と買収事業における危険差益の改善、運用収益の増加を主因として、税引前営
業利益は約90百万ドル、純利益は約63百万ドルを計上。

【生保事業】
一時的な支出の増加、定期保険の収益性悪化、想定以下の
危険差益により、営業利益は予算未達ペース。

【買収事業】
過去に買収した既契約ブロックの一部における良好な危険
差益により、営業利益は予算超過ペース。

【年金事業】
定額年金・変額年金ともに利益貢献。特に定額年金におけ
る良好な危険差益が営業利益の予算超過に貢献。

【ｽﾃｰﾌﾞﾙﾊﾞﾘｭｰ事業】
資産残高は減少したものの、モーゲージローンにおける利息
配当収入が増加したこと等により一定の利益を確保。

【ｱｾｯﾄﾌﾟﾛﾃｸｼｮﾝ事業】
主力損保商品（主に車両保険）の好調な販売により、予算な
みの営業利益を確保。

（百万米ドル）

16/3期
1Q

生保事業 3.4
買収事業 36.0
年金事業 38.1
ｽﾃｰﾌﾞﾙﾊﾞﾘｭｰ事業 6.1
ｱｾｯﾄﾌﾟﾛﾃｸｼｮﾝ事業 4.0
ｺｰﾎﾟﾚｰﾄ 1.8

89.7

法人税等 -29.9
キャピタル損益（運用収支） -42.9
キャピタル損益（金融派生商品損益） 46.0

当期利益 62.8

＜参考＞
15/3末

為替レート（米ドル） 120.17

税引前営業利益
Pre-tax Operating Earnings



連結子会社業績 – 豪TAL (1)
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主要業績主要業績

（1） 連結対象の豪持株会社（TAL Dai-ichi Life Australia Pty Ltd）に係る数値
(2) オーストラリアの会計基準で作成した財務諸表を、当社の開示基準に準じて組み替

えた上で開示しております(修正額及び修正利益を除く)
861 929 953 

1,290 1,325 1,282 

2,151 2,254 2,235 

0
500

1,000
1,500
2,000
2,500

14/3末 15/3末 15/6末

個人保険

団体保険保有契約年換算保険料保有契約年換算保険料

（百万豪ドル）

37 34 37
20 21 22

0 2 0

121

-3 -43

179

54 17

-50
-25
0
25
50
75
100
125
150
175
200

14/3期 1Q 15/3期 1Q 16/3期 1Q

個人保険（既契約増減）

個人保険（獲得新契約）

団体保険（既契約増減）

団体保険（獲得新契約）

（百万豪ドル）(百万豪ドル）

15/3期
1Q

16/3期
1Q

前年
同期比

経常収益  (2) 793 796 ＋0%

うち保険料等収入  (2) 665 690 ＋4%

経常利益  (2) 55 28 △49%

純利益(A)  (2) 42 27 △35%

修正額(B) △ 8 18

うち負債割引率の変化 △ 15 6

うち償却負担 5 5

その他 1 6

33 45 ＋36%

<参考>

14/6末 15/6末

為替レート（豪ドル） 95.50円 93.93円

修正利益=(A)+(B)
(Underlying profit)

新契約年換算保険料新契約年換算保険料



第一生命グループ業績予想 – ２０１６年３月期業績予想
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本第１四半期の連結業績は、通期の業績予想に対して高い進捗となったが、今後の金融・経済情勢の
動向によって業績が変動する可能性があるため、現時点では業績予想を据え置き。

（億円）

15/3期 16/3期（予） 増減

連結経常収益 72,522 67,730 △ 4,792

第一生命単体 47,984 41,240 △ 6,744

第一フロンティア 21,575 12,460 △ 9,115

プロテクティブ （百万米ドル） - 8,890 + 8,890

TAL （百万豪ドル） 3,166 3,440 + 273

連結経常利益 4,068 3,690 △ 378

第一生命単体 4,087 3,010 △ 1,077

第一フロンティア △ 197 140 + 337

プロテクティブ （百万米ドル） - 340 + 340

TAL （百万豪ドル） 184 150 △ 34

連結純利益（ 1 ） 1,424 1,610 + 185

第一生命単体 1,521 1,190 △ 331

第一フロンティア △ 219 110 + 329

プロテクティブ （百万米ドル） - 230 + 230

TAL （百万豪ドル） 131 100 △ 31

１株当たり配当金 28円 35円 +7円
（1）  連結純利益は、親会社株主に帰属する四半期純利益を記載しています。

（参考：基礎利益）

4,720 5,100程度 +379

4,582 4,200程度 △ 382

第一生命グループ

第一生命単体



EEV – ヨーロピアン・エンベディッド・バリュー (1)
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良好な経済環境、新契約の獲得により、グループEEVは増加

第一生命グループ（億円、試算値）

15/3末 15/6末 増減

ＥＥＶ 57,796 約60,100 約＋2,300

修正純資産 55,408 約52,900 約△2,500

保有契約価値 2,388 約7,200 約＋4,800

第一生命単体（億円、試算値） 第一フロンティア生命（億円、試算値）

15/3末 15/6末 増減 15/3末 15/6末 増減

ＥＥＶ 57,008 約58,800 約＋1,800 ＥＥＶ 2,527 約2,600 約＋100

修正純資産　　 57,918 約55,600 約△2,300 修正純資産　　 1,882 約1,300 約△500

保有契約価値　　　 △ 910 約3,200 約＋4,100 保有契約価値　　　 645 約1,300 約＋600



EEV – ヨーロピアン・エンベディッド・バリュー (2)
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15/3末EEV： 15/3末の為替レート（1豪ドル＝92.06円）を使用
15/6末EEV： 15/6末の為替レート（1豪ドル＝93.93円）を使用

プロテクティブ（億円、試算値） プロテクティブ（百万米ドル、試算値）

15/2/1 15/3末 増減 15/2/1 15/3末 増減

ＥＥＶ 5,029 約5,400 約＋300 ＥＥＶ 4,253 約4,500 約＋200

修正純資産　　 3,517 約3,800 約＋300 修正純資産　　 2,974 約3,200 約＋200

保有契約価値　　　 1,512 約1,600 約＋0 保有契約価値　　　 1,278 約1,300 約＋0

15/2/1EEV： 15/1末の為替レート（1米ドル＝118.25円）を使用
15/3末EEV： 15/3末の為替レート（1米ドル＝120.17円）を使用

ＴＡＬ（億円、試算値） ＴＡＬ（百万豪ドル、試算値）

15/3末 15/6末 増減 15/3末 15/6末 増減

ＥＥＶ 2,378 約2,400 約＋100 ＥＥＶ 2,583 約2,600 約＋0

修正純資産　　 1,237 約1,300 約＋100 修正純資産　　 1,344 約1,400 約＋100

保有契約価値　　　 1,141 約1,100 約△0 保有契約価値　　　 1,239 約1,200 約△100



参考データ
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参考データ - 第一生命（単体）財務諸表（要約）
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損益計算書(1)損益計算書(1) 貸借対照表貸借対照表

（1） 特別勘定資産運用損益は、責任準備金の戻入れ/繰入れで相殺されるため、
経常利益に影響するものではありません

(億円） (億円）

15/3期
1Q

16/3期
1Q

増減 15/3末 15/6末 増減

経常収益 11,395 11,600 +204 資産の部合計 368,287 367,829 △458

保険料等収入 7,567 7,252 △315 うち現預金・コール 10,187 8,050 △2,137

資産運用収益 2,999 3,307 +308 うち買入金銭債権 2,597 2,525 △71

うち利息・配当金等収入 1,925 2,033 +108 うち有価証券 306,733 309,241 +2,508

うち有価証券売却益 721 938 +216 うち貸付金 30,292 29,407 △885

うち特別勘定資産運用益 302 213 △89 うち有形固定資産 12,032 12,044 +11

その他経常収益 828 1,040 +212 うち繰延税金資産 - - -

経常費用 10,169 10,241 +71 負債の部合計 332,774 333,241 +467

うち保険金等支払金 6,246 7,790 +1,543 うち保険契約準備金 304,496 303,917 △578

うち責任準備金等繰入額 1,639 21 △1,618 うち責任準備金 298,409 298,098 △311

うち資産運用費用 350 655 +304 うち危険準備金 5,580 5,625 +45

うち有価証券売却損 46 129 +82 うち退職給付引当金 3,894 3,884 △9

うち有価証券評価損 3 14 +10 うち価格変動準備金 1,324 1,364 +40

うち金融派生商品費用 25 192 +166 うち繰延税金負債 4,138 3,571 △566

うち事業費 935 934 △0 純資産の部合計 35,513 34,588 △925

経常利益 1,226 1,359 +133 うち株主資本合計 11,073 11,369 +296

特別利益 0 0 △0 うち評価・換算差額等合計 24,432 23,211 △1,220

特別損失 46 52 +6 うちその他有価証券評価差額金 24,886 23,685 △1,200

契約者配当準備金繰入額 204 229 +25 うち土地再評価差額金 △334 △340 △6

税引前純利益 976 1,077 +101

法人税等合計 295 308 +12

純利益 680 768 +88



参考データ - 第一フロンティア生命財務諸表（要約）
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損益計算書損益計算書 貸借対照表貸借対照表

(億円） (億円）
15/3期

1Q
16/3期

1Q
増減 15/3末 15/6末 増減

経常収益 4,583 4,890 +306 資産の部合計 49,372 52,612 +3,239

うち保険料等収入 4,039 4,317 +278 うち現預金・コール 813 889 +76

うち資産運用収益 544 573 +28 うち有価証券 47,154 50,135 +2,981

経常費用 4,597 4,546 △51 負債の部合計 48,798 51,912 +3,113

うち保険金等支払金 887 1,487 +600 うち保険契約準備金 48,116 50,923 +2,806

うち責任準備金等繰入額 3,454 2,806 △647 うち責任準備金 48,070 50,874 +2,803

うち資産運用費用 34 18 △16 うち危険準備金 1,203 1,159 △44

うち事業費 198 210 +12 純資産の部合計 574 700 +126

経常利益（△は損失） △13 343 +357 うち株主資本合計 184 494 +309

特別損益 △3 △5 △2 資本金 1,175 1,175 -            

△17 338 +355 資本剰余金 675 675 -            

法人税等合計 0 28 +28 利益剰余金 △1,665 △1,355 +309

純利益（△は損失） △17 309 +326

税引前純利益（△は損失）



参考データ – 米プロテクティブ財務諸表（要約）
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損益計算書(1)(2)損益計算書(1)(2) 貸借対照表(1)(2)貸借対照表(1)(2)

(1) 米国の会計基準で作成した財務諸表を、当社の開示基準に準じて組み替えた上で開示しております
(2) 米プロテクティブの決算日は12月31日です。16/3期1Qの実績は、子会社化（2015年2月1日）以降、同年3月までの２ヶ月間の実績です。

(百万米ドル） (百万米ドル）

16/3期

1Q 15/2/1 15/3末 増減

経常収益 1,837 資産の部合計 70,966 71,045 +78

保険料等収入 926 うち現預金 463 465 +2

資産運用収益 735 うち有価証券 53,287 53,398 +111

その他経常収益 176 うち貸付金 7,333 7,327 △5

経常費用 1,744 うち有形固定資産 111 111 △0

保険金等支払金 1,002 うち無形固定資産 2,712 2,694 △18

責任準備金等繰入額 432 うち のれん 735 735 -

資産運用費用 22 うち その他の無形固定資産 1,959 1,943 △16

事業費 114 うち再保険貸 202 200 △2

その他経常費用 172 負債の部合計 65,412 65,720 +308

経常利益 92 うち保険契約準備金 58,844 59,060 +216

法人税等合計 29 うち再保険借 252 231 △20

純利益 62 うち社債 2,311 2,220 △90

うちその他負債 2,338 2,670 +332

純資産の部合計 5,554 5,324 △229

うち株主資本合計 5,554 5,616 +62

うちその他の包括利益累計額合計 - △292 △292



参考データ - 豪TAL財務諸表（要約）
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損益計算書(1)(2)損益計算書(1)(2) 貸借対照表(1)(2)貸借対照表(1)(2)

(1) 連結対象の豪持株会社（TAL Dai-ichi Life Australia Pty Ltd）に係る数値
(2) オーストラリアの会計基準で作成した財務諸表を、当社の開示基準に準じて組み替えた上で開示しております（修正利益を除く）

（百万豪ドル）

15/3末 15/6末 増減

資産の部合計 6,674 6,693 +19
現預金 924 1,049 +124
有価証券 3,070 2,947 △123
有形固定資産 1 1 +0
無形固定資産 1,235 1,228 △7

のれん 786 786 -         
その他無形固定資産 449 442 △7

再保険貸 116 121 +5
その他資産 1,326 1,345 +19

負債の部合計 4,641 4,633 △8
保険契約準備金 3,340 3,375 +34
再保険借 335 310 △24
その他負債 859 894 +34
繰延税金負債 106 52 △53

純資産の部合計 2,033 2,060 +27
株主資本合計 2,033 2,060 +27

資本金 1,630 1,630 -         
利益剰余金 402 429 +27

（百万豪ドル）

15/3期
1Q

16/3期
1Q 増減

経常収益 793 796 +3
保険料等収入 665 690 +25
資産運用収益 59 7 △51
その他経常収益 68 98 +30

経常費用 738 768 +30
保険金等支払金 444 445 +0
責任準備金等繰入額 116 94 △22
資産運用費用 8 56 +47
事業費 141 148 +7
その他経常費用 27 24 △3

経常利益 55 28 △26
法人税等合計 13 0 △12
純利益 42 27 △14

33 45 +11
修正利益
(Underlying profit)



参考データ - 金融市場への感応度（２０１５年６月末、第一生命単体）
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国内株式国内株式

国内債券国内債券

外国証券外国証券

感応度(1)感応度(1) 含み損益ゼロ水準(2)含み損益ゼロ水準(2)

日経平均株価
1,000円の変動で
1,700億円の増減
(2015年3月末：1,700億円)

10年国債利回り
10bpの変動で

2,500億円の増減※

(2015年3月末：2,600億円)

※その他有価証券区分：300億円の増減
（2015年3月末：300億円）

ドル／円
1円の変動で

290億円の増減
(2015年3月末： 310億円)

日経平均株価
¥9,200

(2015年3月末：¥8,900)

ドル／円
$1 = ¥100

(2015年3月末：¥100)

10年国債利回り
1.2% ※

(2015年3月末：1.2%)

※その他有価証券区分：1.4%
（2015年3月末： 1.4% ）

（1） 各指標に対応する資産の時価総額の感応度
（2） 各指標に対応する資産の含み損益がゼロとなる水準。外国証券はドル円換算にて算出した、為替要因のみの含み損益がゼロになる水準



免責事項

本プレゼンテーション資料の作成にあたり、第一生命保険株式会社（以下｢当社｣という。）は当社が入手可能なあらゆる情報の正確性や完全性に依拠

し、それを前提としていますが、その正確性または完全性について、当社は何ら表明または保証するものではありません。本プレゼンテーション資料に

記載された情報は、事前に通知することなく変更されることがあります。本プレゼンテーション資料およびその記載内容について、当社の書面による事

前の同意なしに、第三者が公開または利用することはできません。

将来の業績に関して本プレゼンテーション資料に記載された記述は、将来予想に関する記述です。将来予想に関する記述には、これに限りませんが

「信じる」、「予期する」、｢計画｣、｢戦略｣、「期待する」、「予想する」、「予測する」または｢可能性｣や将来の事業活動、業績、出来事や状況を説明するそ

の他類似した表現を含みます。将来予想に関する記述は、現在入手可能な情報をもとにした当社の経営陣の判断に基づいています。そのため、これ

らの将来に関する記述は、様々なリスクや不確定要素に左右され、実際の業績は将来に関する記述に明示または黙示された予想とは大幅に異なる場

合があります。したがって、将来予想に関する記述に依拠することのないようご注意ください。新たな情報、将来の出来事やその他の発見に照らして、

将来予想に関する記述を変更または訂正する一切の義務を当社は負いません。
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2015年8月10日
第一生命保険株式会社

2016年３月期第１四半期報告　財務・業績の概況

①契約の状況等
2016年３月期 2015年３月期 2015年３月期

第１四半期 前年同期比 前年度末比 第１四半期

新契約年換算保険料（グループ） （百万円） 75,011 +6.9 － 70,146 339,191

うち第一生命分 （百万円） 30,266 +3.9 － 29,116 145,598

うち第三分野 （百万円） 11,700 +2.1 － 11,459 47,575

保有契約年換算保険料（グループ） （百万円） 3,258,985 +25.8 +1.3 2,589,813 3,217,095

うち第一生命分 （百万円） 2,039,391 +1.2 +0.1 2,015,141 2,037,762

うち第三分野 （百万円） 560,255 +3.0 +0.7 543,825 556,198

連結保険料等収入 （百万円） 1,336,290 +9.1 - 1,225,248 5,432,717

保険料等収入（第一生命分） （百万円） 725,243 △ 4.2 - 756,782 3,266,361

うち個人保険分野 （百万円） 453,235 △ 5.0 - 476,972 2,161,569

うち団体保険分野 （百万円） 263,091 △ 2.8 - 270,754 1,069,687

新契約高（国内グループ生保合算値） （百万円） 1,086,033 △ 23.5 － 1,420,568 6,517,300

うち第一生命分 （百万円） 684,407 △ 32.5 － 1,013,963 4,643,090

保有契約高（国内グループ生保合算値） （百万円） 135,158,449 △ 2.7 △ 1.0 138,974,527 136,500,782

うち第一生命分 （百万円） 129,293,752 △ 4.4 △ 1.3 135,288,080 130,947,283

解約・失効高（国内グループ生保合算値） （百万円） 1,422,023 △ 6.8 － 1,525,652 5,929,950

うち第一生命分 （百万円） 1,331,314 △ 10.5 － 1,488,333 5,644,818

解約・失効率（国内グループ生保合算値） (%) 1.04 － － 1.09 4.21

うち第一生命分 (%) 1.02 － － 1.09 4.12
（注）１．新契約高、保有契約高、解約・失効高、解約・失効率は個人保険＋個人年金保険 ※前年同期比、前年度末比は増減比率

（注）２．グループとは第一生命、第一フロンティア生命、ネオファースト生命、プロテクティブ、TAL、第一生命ベトナムの6社

（注）２．国内グループ生保とは第一生命、第一フロンティア生命、ネオファースト生命の3社

（注）３．新契約年換算保険料、保有契約年換算保険料は、ＴＡＬの団体保険を含む。

（注）４．2016年3月期第１四半期のＴＡＬの団体保険を除いた新契約年換算保険料は79,038百万円（前年同期比12.5％）、保有契約年換算保険料は3,138,552百万円（前年度末比1.4％）

（注）４．ネオファースト生命およびプロテクティブについては、完全子会社化後の実績を合算している。なお、プロテクティブについては損害保険事業も合算している。

            （ネオファースト生命：2015年3月期の7月以降の新契約高・保有契約高および解約・失効高を合算）

            （プロテクティブ：2016年3月期第１四半期以降の新契約および2015年3月期以降の保有契約の年換算保険料を合算）

（注）５．プロテクティブの保有契約年換算保険料は2015年3月期500,704百万円（うち損害保険事業分は24,607百万円）、2016年3月期第１四半期508,521百万円（うち損害保険事業分は27,622百万円）、

（注）５．新契約年換算保険料は2016年3月期第１四半期5,718百万円（うち損害保険事業分は1,618百万円）

（注）６．保険料等収入のうち個人保険分野は個人保険＋個人年金、団体保険分野は団体保険＋団体年金の合計保険料（再保険収入は含まない）

（注）７．解約・失効は、失効後復活契約を失効と相殺せずに算出、主契約が継続している「減額」・「特約解約」を除く

（注）８．2015年3月期までの解約・失効率は第一生命と第一フロンティア生命の合算値

②資産の状況等

（連結）

2016年３月期 2015年３月期末

第１四半期会計期間末 前年度末比

総資産 （億円） 502,536 +0.8 498,372

実質純資産額 （億円） 90,275 △ 4.3 94,307

ソルベンシー・マージン比率 (%) 773.4 △ 44.8 818.2

（注）2016年３月期第１四半期会計期間末の実質純資産額、ソルベンシー・マージン比率については、法令等の規定に準じて、当社が妥当と考える手法により算出

※前年度末比は増減比率(ソルベンシー・マージン比率は増減ﾎﾟｲﾝﾄ)

（第一生命単体）

2016年３月期 2015年３月期末

第１四半期会計期間末 前年度末比

総資産 （億円） 367,829 △ 0.1 368,287

実質純資産額 （億円） 88,137 △ 3.2 91,012

実質純資産額／一般勘定資産　 (%) 24.7 - 25.5

ソルベンシー・マージン比率 (%) 867.9 △ 45.3 913.2

（注）2016年３月期第１四半期会計期間末の実質純資産額、ソルベンシー・マージン比率については、法令等の規定に準じて、当社が妥当と考える手法により算出

※前年度末比は増減比率(ソルベンシー・マージン比率は増減ﾎﾟｲﾝﾄ)

③基礎利益

2016年３月期 2015年３月期

第１四半期累計期間 前年同期比

グループ基礎利益 （百万円） 160,527 +56.8 102,403 472,001

（百万円） 146,227 +47.5 99,160 452,473

うち第一生命 （百万円） 120,006 +26.2 95,086 458,242

うち第一フロンティア生命 （百万円） 26,168 ＋542.4 4,073 △ 6,310

うちネオファースト生命 （百万円） 53 - - 541
（注）１．グループ基礎利益には第一生命、第一フロンティア生命、ネオファースト生命の基礎利益、プロテクティブのOperating Income、TALのUnderlying Profit（税引前換算）、 ※前年同期比は増減比率

（注）     第一生命ベトナムの税引前四半期純利益を合算し、第一生命グループ内の内部取引の一部を相殺した数値を掲載

（注）２．ネオファースト生命の2015年3月期については、2014年7月-2015年3月の数値

（注）３．ネオファースト生命は2014年8月より第一生命グループとなったため、前年同期比ならびに2015年3月期第１四半期累計期間の実績は掲載せず

うち国内グループ生保合算値

2015年３月期

第１四半期累計期間



④基礎利益の内訳
（国内グループ生保の合算値）

2016年３月期 2015年３月期

第１四半期累計期間 前年同期比 第１四半期累計期間

基礎利益 （百万円） 146,227 +47.5 99,160 452,473

（百万円） 15,581 - △ 5,056 △ 48,238

（百万円） 130,646 +25.4 104,216 500,711
（注）最低保証に係る責任準備金等の増減による影響とは、最低保証に係る責任準備金の増減による影響と、市場価格調整に伴う責任準備金の増減による影響を合算した数値 ※前年同期比は増減比率

　　 （最低保証に係る責任準備金等を繰り入れた場合は基礎利益を減少させる要因になり、戻し入れた場合は基礎利益を増加させる要因になる）

（第一生命単体）

2016年３月期 2015年３月期

第１四半期累計期間 前年同期比 第１四半期累計期間

基礎利益 （百万円） 120,006 +26.2 95,086 458,242

（百万円） 272 △19.3 337 1,073

（百万円） 119,733 +26.4 94,748 457,169
※前年同期比は増減比率

⑤準備金

2016年３月期

第１四半期会計期間末 前年度末比

責任準備金(除く危険準備金) （百万円） 29,247,259 △ 35,621 29,282,880

うち一般勘定(除く危険準備金） （百万円） 28,064,910 +10,133 28,054,776

うち特別勘定(除く危険準備金） （百万円） 1,182,348 △ 45,754 1,228,103

価格変動準備金 （百万円） 136,453 +4,000 132,453

危険準備金 （百万円） 562,593 +4,500 558,093

危険準備積立金 （百万円） 43,120 - 43,120

価格変動積立金 （百万円） 65,000 - 65,000
（注）第一生命の実績を掲載 ※前年度末比は増減額

⑥含み損益

2016年３月期

第１四半期会計期間末 前年度末比

有価証券 （百万円） 5,174,689 △ 317,019 5,491,709

うち国内株式 （百万円） 1,961,483 +175,812 1,785,671

うち国内債券 （百万円） 2,040,984 △ 195,860 2,236,845

うち外国証券 （百万円） 1,116,330 △ 284,559 1,400,889

不動産 （百万円） 75,506 △ 77 75,583

その他共計 （百万円） 5,231,694 △ 319,014 5,550,709
（注）１．不動産の含み損益は国内不動産（含む借地権）を対象とし、再評価前の水準 ※前年度末比は増減額

（注）２．第一生命の実績を掲載

⑦資産の含み損益がゼロになる水準

2015年6月末時点

国内株式（日経平均） （円） 9,200

国内株式（ＴＯＰＩＸ） (ﾎﾟｲﾝﾄ) 750

国内債券 （%） 1.2

外国証券 （円） 100
（注）１．株式は日経平均およびＴＯＰＩＸに連動させ、株式の評価基準にあわせて算出

（注）２．国内債券は10年新発国債利回りで換算し、小数点第一位まで算出

（注）３．外国証券はドル円換算にて算出

（注）４．第一生命の水準を掲載

⑧銀行窓販の状況（第一生命と第一フロンティア生命の合算値）

2016年３月期 2015年３月期

第１四半期累計期間 前年同期比 第１四半期累計期間

新契約件数 （件） 37,944 +17.8 32,215 167,173

金額（収入保険料） （百万円） 229,931 +26.1 182,352 981,091

新契約件数 （件） 2,890 △ 48.3 5,588 18,765

金額（収入保険料） （百万円） 14,466 △ 45.4 26,517 87,879
（注）銀行窓販の対象となる金融機関に証券会社を含めて掲載 ※前年同期比は増減比率

2016年３月期 2015年３月期

第１四半期累計期間 前年同期比 第１四半期累計期間

新契約件数 （件） 1,406 +5,307.7 26 563

金額（収入保険料） （百万円） 11,041 +4,898.5 220 8,402

新契約件数 （件） 16,691 △ 22.3 21,482 84,107

金額（収入保険料） （百万円） 121,319 △ 22.3 156,164 629,961
（注）銀行窓販の対象となる金融機関に証券会社を含めて掲載 ※前年同期比は増減比率

うち基礎利益（最低保証に係る責任準備金等の増減による影響を除く）

2015年３月期

定額一時払
終身保険

変額年金保険

定額年金保険

変額一時払
終身保険

うち基礎利益（最低保証に係る責任準備金等の増減による影響を除く）

2015年３月期末

2015年３月期

2015年３月期

2015年３月期末

うち最低保証に係る責任準備金等の増減による影響

うち最低保証に係る責任準備金等の増減による影響

2015年３月期


